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本
展
で
は
、
山
梨
に
ゆ
か
り
の
深
い
作
家
の

デ
ビ
ュ
ー
の
頃
に
注
目
し
、
作
品
の
魅
力
や
、

当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。樋
口
一
葉
、

芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
な
ど
近
代
作
家
の
初
期

の
作
品
を
と
り
あ
げ
、
ま
た
、
山
梨
県
出
身
で

現
在
活
躍
中
の
林
真
理
子
、
保
坂
和
志
、
神
永

学
、
辻
村
深
月
の
直
筆
原
稿
も
展
示
す
る
。

　
樋
口
一
葉
（
一
八
七
二
～
一
八
九
六
）
は
、

小
説
の
師
・
半な
か
ら
い井

桃と
う

水す
い

が
創
刊
し
た
文
芸
雑
誌

「
武
蔵
野
」（
一
八
九
二
年
三
月
）に
処
女
作「
闇や
み

桜ざ
く
ら」

を
発
表
し
、
小
説
家
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
し
か
し
、
歌
塾
・
萩
の
舎
で
二

人
の
関
係
が
噂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
し
ば
ら
く
交
際
を
絶
っ
た
。
そ
の
頃
に
書

か
れ
た
一
葉
の
桃
水
宛
書
簡
下
書
き
（
一
八
九

二
年
秋
）
に
は
、「
新
聞
の
上
に
て
お
作
を
拝
し

候
時
の
ミ
少
し
な
ぐ
さ
む
心
地
に
御
坐
候
」
な

ど
の
文
言
が
見
ら
れ
、
会
え
な
い
中
で
高
ま
り

ゆ
く
思
慕
の
情
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
校
教
科
書
で
お
な
じ
み
の
芥
川
龍

之
介
（
一
八
九
二
～
一
九
二
七
）
の
小
説
「
羅

生
門
」
は
、第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』（
一
九
一

七
年
五
月
、
阿
蘭
陀
書
房
）
の
タ
イ
ト
ル
に
も

な
っ
た
初
期
の
代
表
作
。
発
表
さ
れ
た
本
文
で

は
、
主
人
公
の
呼
称
は
「
下
人
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
回
出
品
す
る
関
連
ノ
ー
ト
や
草
稿
に

は
、「
一
人
の
侍
」「
交
野
平
六
」「
一
人
の
男
」

「
交
野
五
郎
」
な
ど
、様
々
な
呼
び
名
が
使
わ
れ

て
お
り
、推
敲
を
重
ね
た
跡
が
見
ら
れ
る
。「
帝

国
文
学
」（
一
九
一
五
年
十
一
月
）
に
発
表
さ
れ

た
後
、『
羅
生
門
』
に
収
録
さ
れ
た
。

　
な
お
、
展
覧
会
期
中
に
は
、
コ
ミ
ッ
ク
や
ア

ニ
メ
で
人
気
の
「
文
豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
」

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
も
開
催
。
春
河

３
５
氏
の
描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
等
を
展
示
す

る
。

■
特
設
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
辻
村
深
月
講
演
会

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
向
こ
う
側
」

山
梨
県
笛
吹
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
辻
村

深
月
さ
ん
と
当
館
館
長
・
三
枝
昻
之
と
の
対

談
形
式
の
講
演
会
で
す
。

※
要
申
込

７
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
辻
村
深
月
（
小
説
家
）

聞
き
手
　
三
枝
昻
之
（
当
館
館
長
、
歌
人
）

参
加
費
　
無
料

会
場
　
講
堂
　
定
員
５
０
０
名

○
特
設
展
関
連
講
座
（
年
間
文
学
講
座
３
）

「
太
宰
治
　
デ
ビ
ュ
ー
の
頃
」

※
要
申
込

８
月
３
日
（
木
）
午
後
２
時
～

講
師
　
伊
藤
夏
穂
（
当
館
学
芸
員
）

参
加
費
　
無
料

会
場
　
研
修
室
　
定
員
１
５
０
名

○
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
※
要
申
込

「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
で
『
赤
毛
の
ア
ン
』
を
身

近
に
」

「
赤
毛
の
ア
ン
」（
モ
ン
ゴ
メ
リ
作
・
村
岡
花

子
訳
）
に
登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
を
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
で
身
近
な
物
に
飾
り
付
け
ま
す
。

７
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
小
林
睦
実
（
美
術
講
師
）

対
象
　
小
学
生
以
上
の
親
子
10
組

材
料
費
　
５
０
０
円

持
ち
物
　
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
し
た
い
無
地
の
物

（
上
履
き
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
か
ば
ん
、
カ
ッ
プ
、

皿
、
固
形
石
け
ん
な
ど
）

会
場
　
芸
術
の
森
公
園
内
茶
室
「
素
心
菴
」

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

「
山
梨
に
生
ま
れ
た
作
家
た
ち
」

７
月
15
日
（
土
）
～
８
月
27
日
（
日
）　

入
場
無
料

※
年
間
文
学
講
座
に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
案
内

を
７
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※
要
申
込
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

電
話
か
当
館
受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
辻
村
深
月
講
演
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。）

予
告
　
企
画
展

「
津
島
佑
子
展
」

９
月
23
日（
土
・
祝
）～
11
月
23
日（
木
・
祝
）

　
平
成
二
十
八
年
二
月
に
逝
去
し
た
作
家
・
津

島
佑
子
の
初
の
展
覧
会
。「
火
の
山 

―
山
猿
記
」

で
は
、
母
・
美
知
子
の
実
家
で
あ
る
石
原
家
を

モ
デ
ル
に
、
甲
州
を
舞
台
と
し
た
三
代
に
わ
た

る
一
族
の
人
々
と
時
代
を
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
描
い
た
。
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か
つ
て
国
民
の
多
く
が
、
家
族
が
戦
地
に
赴

く
悲
哀
を
知
っ
て
い
た
。
そ
の
悲
哀
を
詠
ん
だ

与
謝
野
晶
子
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

（
明
治
三
十
七
年
）
は
有
名
だ
が
、夫
の
鉄
幹
に

も
「
血
写
歌
」（
明
治
三
十
年
十
一
月
作
）
と
い

う
詩
が
あ
る
。「
あ
ゝ
あ
ゝ
人
を
殺
せ
よ
と
／
え

せ
聖
人
の
を
し
へ
か
な
」
と
結
ば
れ
る
七
連
の

詩
で
、
第
二
連
に
「
親
も
あ
り
／
妻
も
あ
る
子

を
／
名
を
つ
け
て
／
勇
し
き
名
の
チ
ヤ
ン
ピ
オ

ン
」
と
あ
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
兵
士
や

戦
士
の
意
で
、皮
肉
な
響
き
が
あ
る
こ
と
は「
正

義
と
は
／
悪
魔
が
被
ぶ
る
仮
面
に
て
／
功
名
は

／
死
を
よ
ろ
こ
ば
す
魔
術
か
な
」（
第
一
連
）
か

ら
も
明
ら
か
だ
。

　「
大
正
期
文
壇
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」、
芥
川
龍

之
介
を
、そ
う
評
し
た
の
は
佐
藤
春
夫
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
現
在
一
般
に
通
じ
る
意
で
、
も
と
よ

り
皮
肉
は
な
い
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
印
象
は
、

デ
ビ
ュ
ー
期
の
作
品
を
ま
と
め
た
『
羅
生
門
』

（
大
正
六
年
五
月
、阿
蘭
陀
書
房
）
で
早
く
も
刻

印
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
前
田
晁
は
「
文
章
新

語
」（「
文
章
世
界
」
大
正
六
年
十
一
月
）
で
「
新

技
巧
派
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
一
人
」
と
呼
ん
で

い
る
。
山
梨
の
出
身
で
、
年
齢
も
一
回
り
以
上

の
苦
労
人
で
あ
る
前
田
は
、
自
然
主
義
の
衣
鉢

を
継
ぐ
点
で
も
芥
川
と
対
照
的
だ
が
、
発
言
に

皮
肉
の
匂
い
は
な
い
。
芥
川
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、

い
か
に
も
鮮
や
か
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
、「
の

一
人
」
と
す
る
前
田
の
発
言
に
は
「
戦
士
」
の

含
み
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
は
そ
れ
で
、

遺
稿
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
最
終
章
を
「
敗
北
」

と
題
し
、「
言
は
ば
刃
の
こ
ぼ
れ
て
し
ま
つ
た
、

細
い
剣
を
杖
に
し
な
が
ら
」
と
結
ぶ
芥
川
の
最

後
の
自
画
像
と
響
き
あ
う
。

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
誕
生
に
は
、
総
当
た
り
戦

に
せ
よ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
せ
よ
、
競
技
場

や
リ
ン
グ
な
ど
の
舞
台
と
そ
こ
で
の
競
争
や
試

合
が
前
提
と
な
る
。
そ
し
て
、
大
正
期
は
、
ま

さ
に
文
学
の
リ
ー
グ
戦
の
時
代
、
作
家
た
ち
が

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
フ
ラ
ッ
グ
や
カ
ッ
プ
を
目
指
し

て
鎬
を
削
っ
た
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
芥
川
に
と
っ
て
も
名
ト
レ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
夏

目
漱
石
に
は
、
そ
う
し
た
文
学
リ
ー
グ
の
到
来

が
見
え
て
い
た
。「
文
壇
の
趨
勢
」（「
趣
味
」
明

治
四
十
二
年
一
月
）
で
、「
日
本
の
文
壇
は
ど
う

変
化
す
る
か
」
と
問
わ
れ
、
そ
う
い
う
「
大
問

題
は
中
々
分
り
に
く
い
」
と
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
は
「
似
寄
つ
た
武
器
と
、
同
種
の
兵
法
剣

術
で
競
争
を
や
る
」「
同
圏
内
の
競
争
」
が
激
し

く
な
る
、
そ
れ
と
と
も
に
従
来
の
「
模
擬
者
で

も
な
け
れ
ば
、
同
圏
内
の
競
争
者
で
も
な
い
」

「
圏
外
の
敵
」
が
参
戦
し
「
文
壇
は
多
種
多
様
に

な
つ
て
、
互
に
競せ

り
合あ

い

が
始
ま
る
」
と
語
る
。

そ
の
上
で
「
競
争
は
と
う
て
い
免
が
れ
」
ず
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
「
作
物
は
進
歩
」
せ
ず
、「
圏

内
圏
外
」
で
の
「
混
戦
時
代
」
に
な
る
の
は
「
天

下
の
趨
勢
」
と
断
じ
て
い
る
。

　
芥
川
の
「
大
正
八
年
度
の
文
芸
界
」
や
「
大

正
九
年
の
文
芸
界
」
は
、
文
学
史
や
文
壇
の
鳥

瞰
図
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
大

正
期
が
イ
ズ
ム
や
グ
ル
ー
プ
の
「
混
戦
時
代
」

だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、「
圏
外
の
敵
」
と
し
て
参

戦
し
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
芥
川
は
、「
混

戦
」の
優
秀
な
観
客
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

芥
川
の
大
正
十
年
代
の
作
風
の
変
化
や
種
々
の

試
み
も
、
か
つ
て
の
自
分
と
同
じ
く
新
た
に
参

戦
し
た
「
圏
外
の
敵
」
に
応
じ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
「
競
り
合
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
雑
誌
「
改
造
」（
昭
和
四
年
八
月
）
の
懸
賞
評

論
の
当
選
作
が
宮
本
顕
治
「「
敗
北
」
の
文
学
」

（
一
席
）
と
小
林
秀
雄
「
様
々
な
る
意
匠
」（
二

席
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
昭
和
文
学
の
黎
明
を

告
げ
る
象
徴
的
な
一
事
と
さ
れ
る
。
前
者
が
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
敗
北
」
の
観
戦
記
と
す
れ

ば
、「
今
日
日
本
文
壇
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
」
を

検
討
し
た
後
者
は
、「
混
戦
時
代
」
の
「
武
器
」

と
「
兵
法
」
の
吟
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
二
つ
の
評
論
が
、「
モ
オ
パ
ス
サ
ン
、
ボ

オ
ド
レ
エ
ル
、ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
」
か
ら
「
ハ

ウ
プ
ト
マ
ン
、
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
」
と
「
様
々
な

る
意
匠
」
を
数
え
る
「
時
代
」
に
始
ま
り
、
先

に
引
用
し
て
お
い
た
「
敗
北
」
で
終
わ
る
「
或

阿
呆
の
一
生
」
の
首
尾
と
呼
応
す
る
の
は
、
そ

れ
こ
そ
き
わ
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
誕
生
は
、
何
よ
り
「
混
戦

時
代
」
の
到
来
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
戦
い
は
、
か
な
ら
ず
「
敗
北
」
に
終
わ
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
必
然
を
知
っ
て
い

る
観
客
に
は
、
く
だ
ん
の
「
敗
北
」
の
自
画
像

は
、
真
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
似
つ
か
わ
し
い
肖

像
に
見
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授
）
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■
特
設
展

　「
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
展
」

展
示
資
料
よ
り

①
「
武
蔵
野
」
第
一
編

一
八
九
二（
明
治
二
十
五
）年
三
月
二
十
三
日

古
今
堂

当
館
蔵

　
樋
口
一
葉
の
小
説
の
師
で
あ
る
半な

か
ら
い
と
う
す
い

井
桃
水
が

計
画
主
宰
し
た
文
芸
雑
誌
。
目
次
に
は
「
三
月

十
三
日
出
版
」
と
あ
り
、
ゴ
ム
印
で
「
二
」
を

加
え
て
「
二
十
三
日
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、

一
葉
の
日
記
に
よ
る
と
実
際
は
、
四
日
遅
れ
て

二
十
七
日
の
刊
行
と
な
っ
た
と
い
う
。
一
八
九

一
（
明
治
二
十
四
）
年
四
月
十
五
日
、
一
葉
は

妹
く
に
の
友
人
で
あ
る
野
々
宮
き
く
子
の
紹
介

で
桃
水
を
訪
問
し
、
小
説
の
指
導
を
受
け
始
め

る
。
一
葉
は
、
桃
水
に
題
材
等
の
助
言
を
得
な

が
ら
「
闇
桜
」
を
発
表
し
、
小
説
家
と
し
て
の

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
本
誌
に
は
、
桃
水
に

続
い
て
、
門
下
の
畑
島
桃
蹊
、
小
田
果
園
の
ほ

か
、
正
直
正
太
夫
（
斎
藤
緑
雨
）
の
名
も
見
え

る
。
一
葉
は
、「
武
蔵
野
」
第
二
編
に
「
た
ま

襷
」、
第
三
編
に
「
五
月
雨
」
を
発
表
し
、
第
二

編
以
降
は
表
紙
の
題
字
も
手
が
け
る
が
、
売
れ

行
き
の
減
退
や
桃
水
の
療
養
な
ど
の
理
由
か

ら
、
同
誌
は
第
三
編
で
廃
刊
に
な
っ
た
。

②
回
覧
雑
誌
「
碧へ

き
ち
ょ
う潮
」
三
号

一
九
〇
八（
明
治
四
十
一
）年
二
月
二
十
八
日

当
館
蔵

　「
碧
潮
」
は
芥
川
が
、東
京
府
立
第
三
中
学
校

在
学
中
に
編
集
し
た
回
覧
雑
誌
。
芥
川
は
、
第

三
号
に
「
く
づ
れ
」
の
署
名
で
「
長
へ
の
命
」

と
と
も
に
、「
我
輩
も
犬
で
あ
る
」（
表
題
、
署

名
な
し
）
を
発
表
し
た
。「
長
へ
の
命
」
は
、「
愚

な
る
国
王
」
が
、「
不
老
の
泉
」
を
求
め
不
死
の

身
体
を
得
、地
球
滅
亡
後
も
な
お
生
き
残
る
話
。

一
方
、「
我
輩
も
犬
で
あ
る
」
は
、
冒
頭
の
「
我

輩
も
犬
で
あ
る
　
名
前
は
勿
論
な
い
　
何
處
で

生
れ
た
か
忘
れ
て
仕
舞
つ
た
」
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、夏
目
漱
石
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」（
一

九
〇
五
年
一
月
～
一
九
〇
六
年
八
月
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
掲
載
）
の
パ
ロ
デ
ィ
。
内
容
は
、「
中
學

校
の
生
徒
」
で
あ
る
主
人
が
、「
古
句
新
註
」
と

「
ホ
ト
ヽ
ト
ギ
ス
」を
買
い
求
め
俳
句
作
り
に
熱

中
す
る
も
難
渋
す
る
話
が
中
心
と
な
る
。
末
尾

に
は
「（
以
下
次
号
）」
と
あ
り
、
続
稿
を
予
定

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
芥
川
は
後
に
漱
石
か

ら
「
鼻
」
を
激
賞
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

中
学
時
代
か
ら
漱
石
作
品
を
念
頭
に
置
い
て
創

作
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

③
太
宰
治
「
陰
火
」
原
稿	

当
館
蔵

　「
誕
生
」「
紙
の
鶴
」「
水
車
」「
尼
」
の
四
編

か
ら
構
成
さ
れ
、「
太
宰
治
」
の
署
名
で
は
、
現

存
す
る
活
字
と
な
っ
た
作
品
の
な
か
で
最
も
古

い
原
稿
と
さ
れ
る
。
全
三
十
九
枚
。
一
枚
目
の

原
稿
の
欄
外
に
は
、鉛
筆
で
「「
文
藝
雑
誌
」
四

月
号
原
稿
。
校
正
伏
し
て
お
願
ひ
申
し
あ
げ
ま

す
。
句
讀
点
に
注
意
ね
が
ふ
。」と
書
か
れ
て
い

る
。
本
原
稿
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
年

八
月
に
雑
誌
「
文
藝
」
編
集
部
に
送
付
さ
れ
た

が
、
翌
年
三
月
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
一
旦
太
宰
の
許
に
返
却
さ
れ
、
一
九
三

六
年
二
月
末
に
砂
子
屋
書
房
編
集
者
の
浅
見
淵

宛
に
送
付
さ
れ
た
。
な
お
、
一
九
三
五
年
十
二

月
十
二
日
消
印
の
浅
見
淵
宛
葉
書
に
も
、「「
陰

火
」
で
す
が
、
こ
れ
は
、「
文
藝
」
の
二
月
か
三

月
号
に
発
表
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
若

し
、
四
月
号
な
ら
、
未
発
表
の
ま
ま
、
原
稿
四

十
枚
、と
り
か
へ
し
て
、お
送
り
い
た
し
ま
す
。」

と
あ
る
。「
陰
火
」
原
稿
は
、一
九
三
六
年
四
月

に
砂
子
屋
書
房
発
行
の
「
文
藝
雑
誌
」
に
発
表

さ
れ
た
後
、
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
太
宰
の
第

一
創
作
集
『
晩
年
』（
同
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ

た
。 

（
学
芸
課
　
伊
藤
夏
穂
）

「武蔵野」第一編

回覧雑誌「碧潮」三号

芥川龍之介「我輩も犬である」「碧潮」三号掲載

太宰治「陰火」原稿
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■
追
悼
　
川
手
千
興

　
そ
の
大
き
な
背
中

葊
　
瀬
　
孝
　
嘉

　
思
え
ば
、
葬
儀
の
式
場
に
飾
ら
れ
て
い
た
遺

影
の
あ
の
に
こ
や
か
な
お
顔
そ
の
ま
ま
に
、
川

手
千
興
先
生
の
周
り
に
は
い
つ
も
穏
や
か
な
空

気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
私
ど
も
が
近
づ
い
て

い
く
と
、
決
ま
っ
て
片
手
を
挙
げ
、
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
高
潔
で
円
満
な
先
生
の
下
に
は
、
幾
重
も
の

人
の
輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
先
生
は
文
学
館
と
の
関
係
も
深
く
、
県
教
育

長
在
職
中
、
三
好
行
雄
初
代
館
長
の
急
逝
に
よ

り
館
長
事
務
取
扱
を
兼
任
し
、
そ
の
重
責
を
全

う
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
退
職
後
も
文
学
館
参
与

と
し
て
『
芥
川
龍
之
介
資
料
集
』
の
教
材
化
と

活
用
に
道
筋
を
つ
け
た
り
、
文
学
講
座
「
樋
口

一
葉
の
小
説
と
日
記
」
の
講
師
を
務
め
た
り
な

ど
、
草
創
期
の
文
学
館
づ
く
り
に
大
き
な
足
跡

を
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
十
五
年
間
、
文
学
館

協
力
会
の
会
長
と
し
て
も
活
動
さ
れ
、
今
日
の

礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
域
の
文
学

講
座
な
ど
の
講
師
も
務
め
ら
れ
、
そ
の
深
い
学

識
ゆ
え
に
多
く
の
受
講
生
か
ら
絶
大
な
信
頼
と

敬
愛
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
山
梨
学
院
に
招
聘
さ
れ
て
か
ら

も
、
文
学
へ
の
熱
い
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
酒
折

宮
が
連
歌
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
に
因
ん
で
創

設
さ
れ
た
酒
折
連
歌
賞
の
実
行
委
員
長
と
し

て
、
二
人
唱
和
の
片
歌
問
答
「
酒
折
連
歌
」
の

普
及
・
発
展
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
が
発
覚
し
た
昨
年
六
月
か
ら
は
、「
酒
折

連
歌
」
の
創
始
者
と
し
て
解
説
本
の
執
筆
に
執

念
を
燃
や
さ
れ
、
十
一
月
末
に
は
自
ら
の
集
大

成
と
し
て
『
酒
折
連
歌
　
言
葉
を
連
ね 

心
を

繋
ぐ
』
を
上
梓
し
、県
内
の
図
書
館
や
中
学
校
、

高
等
学
校
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

十
二
月
下
旬
に
入
院
さ
れ
、
正
月
早
々
に
は
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

至
誠
一
筋
、
為
す
べ
き
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
安

ら
か
に
旅
立
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　
今
更
な
が
ら
、
そ
の
大
き
な
背
中
に
襟
を
正

さ
れ
る
思
い
で
す
。
瞼
を
閉
じ
る
と
、
先
生
の

端
正
な
佇
ま
い
や
語
り
口
、
お
声
ま
で
も
が
脳

裏
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
先
生
は
こ
れ
か
ら
も
、
在

天
の
星
と
な
っ
て
多
く
の
人
を
見
守
り
、
導
い

て
い
か
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
元
山
梨
県
教
育
長
、
山
梨
県
立
文
学
館
協
議

会
会
長
）

＊
川
手
千ち

興お
き

氏
は
山
梨
県
教
育
長
、
山
梨
県
立
文
学
館

参
与
、
山
梨
県
立
文
学
館
協
力
会
会
長
を
歴
任
。
平

成
二
十
九
年
一
月
三
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

■
追
悼
　
高
室
陽
二
郞

　
そ
の
見
識
と
志
と

　
　
― 

高
室
陽
二
郞
氏
の
逝
去
を
悼
む 

―

井
　
上
　
康
　
明

　
高
室
陽
二
郞
氏
が
生
ま
れ
た
高
室
家
は
、
戦

国
時
代
の
武
田
家
由
縁
の
医
家
で
あ
り
、
一
茶

な
ど
と
も
交
流
の
あ
っ
た
俳
句
の
家
で
も
あ

る
。
そ
の
高
室
家
住
宅
は
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、現
在
修
復
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　
政
治
、
経
済
か
ら
音
楽
、
文
学
に
至
る
ま
で

幅
広
い
教
養
と
見
識
を
備
え
た
陽
二
郞
氏
の
話

は
私
た
ち
を
魅
了
し
、
折
に
触
れ
文
化
財
及
び

文
化
の
公
共
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。
高
室
家
住

宅
の
修
復
の
完
成
を
見
ず
し
て
亡
く
な
っ
た
こ

と
は
無
念
だ
っ
た
ろ
う
。

　
昭
和
五
十
年
代
半
ば
か
ら
は
、
文
学
館
の
創

設
に
尽
力
さ
れ
た
。
設
立
の
た
め
の
懇
話
会
委

員
を
務
め
、
芥
川
龍
之
介
資
料
の
収
集
に
貢
献

し
、
平
成
元
年
開
館
へ
の
推
進
力
と
な
っ
た
。

当
時
の
県
知
事
は
、
望
月
幸
明
氏
で
あ
る
。
平

成
三
年
か
ら
は
山
梨
放
送
の
社
長
を
務
め
ら
れ

た
。
翌
年
か
ら
は
文
学
館
専
門
委
員
と
し
て
、

そ
の
後
二
十
数
年
に
亘
り
文
学
館
の
運
営
に
つ

い
て
広
く
助
言
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
。
学
芸
課

職
員
と
し
て
そ
の
謦
咳
に
接
し
、
多
く
を
学
び

得
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
長
身
は
颯
爽
と
し
て
、
学
生
時
代
よ
り

各
山
岳
会
に
所
属
し
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
に

親
し
ま
れ
た
。
北
海
道
を
は
じ
め
日
本
各
地
、

海
外
の
名
峰
へ
遠
征
、
共
著
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
南
ア
ル
プ
ス
』
が
あ
り
、随
想
集
『
山
と
人
』

に
は
永
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
へ
の
思
い
が
籠

る
。
平
成
十
七
年
、
当
時
の
近
藤
信
行
館
長
が

推
進
し
た
「
山
の
文
学
展
」
で
は
図
録
に
「
槇

さ
ん
の
ピ
ッ
ケ
ル
」
と
題
し
て
、二
十
歳
の
頃
、

そ
の
著
『
山
行
』
に
感
激
し
て
茅
ヶ
崎
の
槇
有

恒
を
訪
ね
た
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

　
氏
の
父
高
室
呉
龍
は
、
飯
田
蛇
笏
の
高
弟
の

ひ
と
り
で
あ
り
、
蛇
笏
句
碑
建
立
の
際
、
建
設

委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
務
め
を
果
た
し

た
。
平
成
二
十
六
年
の
飯
田
龍
太
文
学
碑
建
設

に
際
し
て
は
、
今
度
は
陽
二
郞
氏
が
建
設
委
員

会
副
委
員
長
と
し
て
力
を
尽
く
さ
れ
た
。
文
学

館
の
正
面
右
に
あ
る
「
水
澄
み
て
四
方
に
関
あ

る
甲
斐
の
国
」
と
刻
ま
れ
た
飯
田
龍
太
碑
は
、

氏
が
中
心
と
な
っ
て
文
案
を
練
っ
た
説
明
を
付

す
。
そ
の
一
節
「
生
涯
家
郷
に
あ
っ
て
甲
斐
の

風
土
を
愛
し
我
が
国
文
壇
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
」
と
は
氏
の
生
涯
に
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ

う
。「
龍
太
先
生
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
た
講
演

に
お
い
て
氏
は
、
龍
太
文
学
の
底
に
は
悲
し
み

が
潜
ん
で
い
る
と
語
っ
た
。
そ
の
熱
誠
を
思
い

出
す
。
今
は
た
だ
御
冥
福
を
祈
り
た
い
。

（
元
山
梨
県
立
文
学
館
学
芸
幹
・

俳
人
・「
郭
公
」
主
宰
）

＊
高
室
陽
二
郎
氏
は
山
梨
県
立
文
学
館
構
想
策
定
懇
話

会
委
員
、
山
梨
県
立
文
学
館
建
設
懇
話
会
委
員
、
山

梨
県
立
文
学
館
専
門
委
員
を
歴
任
。
平
成
二
十
九
年

四
月
十
七
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
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仙
』
な
ど
、
多
く
出
版
さ
れ
、
明
治
以
降
も
続

い
て
出
さ
れ
て
お
り
、そ
の
人
気
の
ほ
ど
が
窺

え
る
。

　
当
館
で
は
『
仮
名
文
中
宮
帖
』『
古
今
和
歌

集
仮
名
序
』（
閲
覧
に
は
事
前
の
手
続
き
が
必

要
）
等
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
は
『
新
採
百
首
』『
仮
名
の
鏡
』
等
が
、早

稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は

『
う
け
ら
が
花
』『
ゆ
き
か
ひ
ふ
り
』
等
が
画
像

で
公
開
さ
れ
て
お
り
、千
蔭
の
書
が
確
認
で
き

る
。

　
一
葉
は
、明
治
十
九
年
十
四
歳
の
時
に
小
石

川
に
あ
っ
た
中
島
歌
子
の
萩
の
舎
に
入
門
し
、

和
歌
や
古
典
文
学
と
と
も
に
千
蔭
流
の
書
を

学
ん
だ
。
一
葉
の
日
記
『
蓬
生
日
記
』
に
は
、

上
野
の
東
京
図
書
館
で
千
蔭
の
法
帖『
月つ
き
な
み次

消

息
』
を
閲
覧
し
、「
月
な
み
消
息
の
流
暢
な
る

を
う
ら
や
ま
し
う
お
も
ふ
も
か
ひ
な
し
」（
明

治
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
）
と
記
さ
れ
、自

分
の
才
の
な
さ
を
嘆
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
明
治
二
十
六
年
五
月
の
同
日
記
に

は
、「
同
じ
師
の
も
と
に
お
な
し
き
手
本
を
な

ら
ひ
た
る
か
中
に
、さ
て
か
れ
こ
れ
ひ
と
し
き

は
少
な
か
り
け
り
、花
圃
女
な
と
の
に
ほ
ひ
や

か
に
愛
敬
あ
り
て
、
し
か
も
老
筆
め
き
た
る
」

と
あ
り
、
門
人
の
な
か
で
も
、
花
圃
の
書
が
匂

う
よ
う
に
美
し
く
老
練
で
群
を
抜
い
て
お
り
、

自
分
な
ど
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
と
記
し
て

い
る
。
花
圃
と
は
、三
宅
龍
子
（
一
八
六
八
―

一
九
四
三
）の
こ
と
で
あ
る
。
萩
の
舎
で
一
緒

に
学
ん
だ
先
輩
で
、
明
治
二
十
一
年
に
小
説

　
一
葉
も
す
な
る
千
蔭
流

　「
一
葉
が
習
っ
た
と
い
う
千
蔭
流
の
書
体
を

書
い
て
み
た
い
。手
本
に
な
る
よ
う
な
本
は
あ

る
か
。」
と
い
う
質
問
を
受
け
た
。

　
当
館
の
閲
覧
室
で
は
、画
像
情
報
シ
ス
テ
ム

端
末
で
、
樋
口
一
葉
（
一
八
七
二
―
一
八
九

六
）が
書
い
た
原
稿
や
書
簡
な
ど
館
蔵
資
料
の

一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。一
葉
の
流
れ
る

よ
う
な
美
し
い
字
は
、「
千
蔭
流
」
と
呼
ば
れ

る
書
体
で
、
江
戸
の
和
学
者
、
橘
（
加
藤
）
千

蔭
（
一
七
三
五
―
一
八
〇
八
）
の
書
の
流
儀
で

あ
る
。
江
戸
後
期
に
一
世
を
風
靡
し
、門
人
は

じ
め
戯
作
者
、
遊
女
、
俳
優
な
ど
が
好
ん
で
学

び
、広
く
親
し
ま
れ
た
。
明
治
期
に
な
っ
て
も

歌
人
の
間
で
流
行
し
、一
葉
が
学
ん
だ
萩
の
舎

の
中
島
歌
子
（
一
八
四
四
―
一
九
〇
三
）
も
そ

の
書
を
加
藤
千
浪
（
一
八
一
〇
―
一
八
七
八
）

か
ら
学
び
、
門
人
た
ち
に
伝
え
た
。

　
橘
千
蔭
は
、江
戸
町
奉
行
与
力
を
務
め
な
が

ら
歌
人
・
書
家
と
し
て
も
認
め
ら
れ
、
絵
画
や

狂
歌
に
も
秀
で
た
風
流
人
で
あ
っ
た
。幼
く
し

て
賀
茂
真
淵
に
学
び
、『
万
葉
集
』『
古
今
和
歌

集
』な
ど
の
古
典
に
親
し
ん
だ
。
五
四
歳
で
官

職
を
辞
し
た
あ
と
に
著
し
た
『
万
葉
集
略
解
』

は
、万
葉
集
の
入
門
書
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。

　
さ
て
、千
蔭
の
書
体
の
手
本
と
な
る
法
帖
類

で
あ
る
が
、
江
戸
後
期
に
、『
ゆ
き
か
ひ
ふ
り
』

『
芳
野
道
の
記
』『
新
百
人
一
首
』『
新
三
十
六
歌

『
薮
の
鶯
』
を
刊
行
し
女
流
作
家
の
先
駆
け
に

な
る
と
と
も
に
、一
葉
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

与
え
た
。

　
一
葉
や
龍
子
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、萩
の
舎

で
千
蔭
流
を
教
え
た
歌
子
も
、歌
子
が
学
ん
だ

千
浪
も
、直
接
千
蔭
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
皆
同
じ
師
の
書
を
習
い
、

好
ん
で
書
き
綴
っ
た
。

　『
樋
口
一
葉
日
記
　
翻
刻
』（
岩
波
書
店
二
〇

〇
二
）
に
は
、
千
蔭
、
千
浪
、
歌
子
、
龍
子
、

一
葉
の
書
が
並
べ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、興
味

深
い
。

　
ま
た
、
一
葉
が
東
京
図
書
館
で
閲
覧
し
た

『
月
次
消
息
』（
日
新
館
　
一
八
八
五
）
は
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

そ
の
全
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
料
情
報
課
　
飯
沼
典
子
）

閲

覧

室

よ

り

『月次消息』橘千蔭書（国立国会図書館蔵）

［
寄
贈
資
料
よ
り
］	

（
平
成
二
十
九
年
二
月
～
四
月
）

○
白
須
は
る
み
氏
よ
り
「
彩
り
の
郷
に
て
」
挿
絵
原
画

二
十
四
点
。

○
西
沢
武
徳
氏
よ
り
「
風
の
町
」
挿
絵
原
画
二
十
四
点
。

○
志
村
さ
と
み
氏
よ
り
「
山
霊
観
音
」
挿
絵
原
画
二
十
六

点
。

○
今
川
徳
三
氏
よ
り
諸
田
玲
子
書
簡
な
ど
特
殊
資
料
七
点
、

図
書
一
点
。

○
堀
内
万
寿
夫
氏
よ
り
熊
王
徳
平
書
簡
な
ど
特
殊
資
料
十
三

点
、
図
書
七
点
、
雑
誌
一
点
。

○
伊
藤
一
郎
氏
よ
り
「
久
米
正
雄
と
芥
川
龍
之
介
の
青
春
」

抜
き
刷
り
な
ど
特
殊
資
料
二
点
、
雑
誌
一
点
。

○
三
橋
透
氏
よ
り
「
創
立
百
十
周
年
記
念
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

ほ
か
特
殊
資
料
二
点
、
図
書
一
点
、
雑
誌
二
点
。

○
小
林
秋
生
氏
よ
り
文
壇
バ
ー
「
み
ち
く
さ
」
の
「
御
手
富

貴
」
ほ
か
特
殊
資
料
七
点
。

○
佐
野
秀
延
氏
よ
り
五
木
寛
之
「「
流
さ
れ
ゆ
く
日
々
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
一
点
、
図
書
一
点
、
雑
誌

一
点
。

○
山
廬
文
化
振
興
会
よ
り
「
山
廬
俳
諧
堂
竣
工
式
資
料
」
一

括
な
ど
特
殊
資
料
二
点
。

○
中
央
葡
萄
酒
株
式
会
社
よ
り
「
周
五
郎
の
ヴ
ァ
ン
」
ワ
イ

ン
ボ
ト
ル
。

○
武
田
尚
子
氏
よ
り
「
近
代
新
興
実
業
層
の
経
営
資
源
と
社

会
移
動
プ
ロ
セ
ス
」
抜
き
刷
り
一
点
、
雑
誌
一
点
。

○
小
山
弘
明
氏
よ
り
「
第
六
十
一
回
　
連
翹
忌
」
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
一
点
、
図
書
一
点
、
雑
誌
一
点
。

○
高
室
陽
二
郞
氏
よ
り
辻
邦
生
書
簡
三
点
。

　
次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

　
こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 秋

山
　
亮
二

石
本
　
晴
代

一
瀬
　
公
弘

兎
束
　
保
之

尾
﨑
　
昭
代

小
俣
　
は
る
江

神
田
　
昌
道

黒
沢
　
忍

篠
崎
　
美
生
子

塚
田
　
吉
昭

中
田
　
水
光

中
村
　
吾
郎

秦
　
恒
平

備
仲
　
臣
道

平
岡
　
敏
夫

平
松
　
伴
子

松
本
　
章
男

松
本
　
皎

守
安
　
敏
久

山
崎
　
敬
子
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拝
呈

　
御
新
著
「
河
鹿
川
」
を
御
恵
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

存
じ
ま
し
た
。
お
礼
は
全
篇
を
拝
見
し
た
上
で
と
思
い
な

が
ら
、
自
分
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
ま
ま
失
礼
し
て
お
り
ま

し
た
。

　
た
だ
い
ま
お
作
を
読
了
し
ま
し
た
の
で
、
や
っ
と
お
返

事
が
書
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
女
主
人
公
の
お
里
は
、
一
見
情
熱
的
に
み
え
な
が
ら
、

シ
ン
に
勁
い
も
の
を
持
っ
た
し
っ
か
り
者
の
女
性
で
す
が

い
か
に
も
強
健
な
甲
州
女
の
一
典
型
と
思
い
ま
し
た
。
曲

折
と
波
瀾
の
多
い
半
生
を
辿
り
な
が
ら
、
こ
の
女
性
に
は

デ
カ
ダ
ン
ス
と
い
う
も
の
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
御
本

の
オ
ビ
に
、
著
者
の
こ
と
ば
と
し
て
、「
永
井
荷
風
と
近
松

秋
江
に
心
酔
し
て
い
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
二
人

の
作
家
と
、「
河
鹿
川
」
の
作
者
と
の
い
ち
ば
ん
大
き
い
ち

が
い
は
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば

お
里
は
ど
ん
な
場
合
で
も
「
勤
労
者
」
と
し
て
の
生
活
を

も
ち
、
し
か
も
そ
の
仕
事
に
ま
じ
め
に
打
ち
こ
む
、
と
い

う
性
格
で
す
。

　
（
荷
風
や
秋
江
の
女
性
は
〝
勤
労
者
〟
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
〝
享
楽
者
〟
で
、
彼
女
ら
の
え
ら
ぶ
職
業
は
ほ
と

ん
ど
水
商
売
と
い
わ
れ
る
職
業
で
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が

性
的
デ
カ
ダ
ン
ス
に
陥
ち
て
ゆ
く
女
性
が
多
い
よ
う
で
す
）

こ
の
お
里
ば
か
り
で
な
く
、「
河
鹿
川
」
に
登
場
す
る
人
物

は
す
べ
て
、
い
わ
ば
勤
労
者
と
し
て
の
地
道
な
「
生
活
」

を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
作
家
を
夢
見
る
幸
作
す
ら
、
き
わ
め
て
朴
直
強

健
な
人
物
で
、
あ
そ
び
人
的
デ
カ
ダ
ン
ス
や
、
生
活
蔑
視

の
シ
ニ
カ
ル
な
傲
慢
さ
は
ほ
と
ん
ど
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
作
を
拝
見
し
て
、
小
生
は
こ
の
こ
と
を
い
ち
ば
ん
つ

よ
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
者
が
い
ろ
い
ろ
な
職
業

を
持
っ
て
い
る
人
間
を
よ
く
知
っ
て
い
る
（
単
な
る
観
察

者
と
し
て
で
な
く
、）
こ
と
に
、
小
生
は
羨
望
を
感
じ
ま
し

た
。
た
だ
お
作
に
不
満
を
申
し
あ
げ
れ
ば
、
女
主
人
公
の

お
里
が
幸
作
を
〝
捨
て
る
〟
そ
の
動
機
づ
け
が
す
こ
し
浅

か
っ
た
よ
う
に
小
生
は
思
い
ま
し
た
。（
も
っ
と
も
こ
の
小

説
に
描
か
れ
て
い
る
時
代
が
昭
和
の
は
じ
め
で
す
か
ら
、

家
族
制
度
と
い
う
奴
が
戦
後
の
い
ま
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ

ほ
ど
強
力
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
…
し
か
し
こ
の
二
人
の
間
に
は
と
も
か
く
も
「
愛
」

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
し
か
も
お
里
は
家
を
と
び
出
し

て
ま
で
幸
作
と
夫
婦
に
な
っ
た
女
の
は
ず
で
す
）

　
し
か
し
こ
ん
な
ふ
う
に
感
想
を
申
し
上
げ
て
い
れ
ば
キ

リ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
で
や
め
ま
す
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
そ
れ
か
ら
「
風
景
」
編
集
部
へ
送
ら
れ
た
随
想
は
小
生

の
ほ
か
四
人
の
編
集
委
員
に
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
し

か
し
「
風
景
」
で
は
い
ま
ま
で
執
筆
依
頼
の
原
稿
だ
け
を

載
せ
る
の
が
建
て
前
で
あ
っ
て
、
投
稿
さ
れ
た
も
の
は
す

べ
て
お
返
し
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

そ
の
建
て
前
を
通
し
て
行
く
べ
き
で
は
な
い
か
―
と
い
う

編
集
委
員
た
ち
の
一
致
し
た
意
見
で
し
た
。
以
上
の
理
由

で
、
御
投
稿
は
近
日
中
に
編
集
部
か
ら
お
手
元
へ
返
却
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
あ
し
か
ら
ず
御
了
承
下

さ
い
ま
す
よ
う
。

　
右
と
り
あ
え
ず
お
わ
び
と
お
礼
の
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
三
月
二
十
四
日
夜 

拝
具

八
木
義
德

熊
王
徳
平
様

〈
受
〉
山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
町

　
　
　
熊
王
徳
平
様

〈
発
〉
三
月
二
十
四
日

　
　
　
東
京
都
町
田
市
山
崎
団
地

　
　
　
八
木
義
德

　
　
　
電
（
〇
四
二
七
）
91
―
八
六
〇
九
（
ス
タ
ン
プ
）

〈
註
〉
本
書
簡
は
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
に
購

入
し
た
資
料
。
縦
二
十
一
セ
ン
チ
×
横
十
八
セ
ン
チ
の

「
Ｔ
．
Ｓ
」
製
灰
色
罫
便
箋
五
枚
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ

ン
ク
使
用
。
消
印
は
「
鶴
川
45
．
３
．
25
」。

　
熊く

ま

王お
う

徳と
く

平へ
い

（
一
九
〇
六
～
一
九
九
一
）
は
、
現
在
の
山

梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
生
ま
れ
。
増
穂
小
学
校
を
卒
業

後
、
家
業
の
理
髪
店
を
継
い
だ
が
、
行
商
を
行
っ
て
い
た

時
期
も
あ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
日
本
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
同
盟
山
梨
支
部
を
創
立
。
一
九
四
〇
（
昭
和

十
五
）
年
四
月
、
創
刊
に
携
わ
っ
た
「
中
部
文
学
」
に
掲

載
さ
れ
た
「
い
ろ
は
歌
留
多
」
は
、
同
年
、
第
一
回
「
文

藝
推
薦
」
作
品
（
改
造
社
主
催
）
の
候
補
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
刊
行
の
『
甲
州
商
人
』

三
部
作
は
、
翌
年
、
東
宝
に
よ
り
「
狐
と
狸
」
の
題
で
映

画
化
さ
れ
て
い
る
。『
河
鹿
川
』
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四

十
四
）
年
六
月
、
五
月
書
房
か
ら
刊
行
。

　
八
木
義
德
（
一
九
一
一
～
一
九
九
九
）
の
父･

田
中
好

治
は
笛
吹
市
春
日
居
町
、
妻･

正
子
は
南
ア
ル
プ
ス
市
の

出
身
。
八
木
は
、
一
九
七
〇
年
四
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま

で
「
風
景
」
の
編
集
人
を
つ
と
め
た
。

（
翻
刻
者
　
学
芸
課
　
保
坂
雅
子
）

資
　
料
　
翻
　
刻

八
木
義
德
　
熊
王
徳
平
宛
書
簡（
封
書
）

一
九
七
〇（
昭
和
四
十
五
）年
三
月
二
十
四
日
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■
教
育
普
及
事
業
報
告

○
三
枝
浩
樹
初
心
者
短
歌
教
室

　
五
月
十
三
日
、
六
月
三
日
に
わ
た
り
、
山
梨

県
歌
人
協
会
会
長
の
三
枝
浩
樹
氏
を
講
師
と

す
る
初
心
者
向
け
の
短
歌
教
室
を
実
施
し
た
。

第
一
回
は「
歌
を
詠
む
愉
し
さ
か
ら
始
め
よ

う
」を
テ
ー
マ
に
短
歌
の
基
本
に
つ
い
て
講
義

で
学
ん
だ
。二
回
目
は
参
加
者
の
実
作
し
た
歌

を
も
と
に
講
義
が
進
め
ら
れ
た
。最
終
回
の
六

月
十
七
日
に
は
参
加
者
に
よ
る
歌
会
を
実
施

す
る
予
定
。

○
特
設
展「
歿
後
五
十
年
　
山
本
周
五
郎
展
」

関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ

ン
グ
で
風
鈴
を
飾
ろ
う
！
～
周
五
郎
が
描

い
た
江
戸
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
」

　
六
月
四
日
、
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
作
家
・

佐
々
木
綾
子
氏
を
講
師
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
た
。江
戸
の
風
物
で
あ
る
金
魚
と
風

車
を
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
で
作
り
、風
鈴
の

短
冊
に
飾
り
付
け
た
。

■
教
育
普
及
事
業

○
文
学
創
作
教
室
　
要
申
込

・「
小
説
講
座
」

７
月
９
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
長
野
ま
ゆ
み（
小
説
家
・
や
ま
な
し

文
学
賞
小
説
部
門
選
考
委
員
）

会
場
　
講
堂（
定
員
５
０
０
名
）

・「
短
歌
講
座
」

９
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
三
枝
昻
之（
当
館
館
長
、
歌
人
）

会
場
　
研
修
室（
定
員
40
名
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
夏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
要
申
込

・「
大
人
も
楽
し
い
伝
統
芸
能
～
能
の
世
界
を

体
験
し
よ
う
！
」

甲
府
市
出
身
の
能
楽
師
・
佐
久
間
二
郎
氏
を

講
師
に
迎
え
、
実
際
に
能
を
体
験
し
ま
す
。

７
月
25
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
佐
久
間
二
郎（
観
世
流
能
楽
師
）

会
場
　
講
堂

定
員
30
名（
大
人
も
参
加
可
能
）

持
ち
物
　
足
袋
ま
た
は
白
い
靴
下
、筆
記
用

具参
加
無
料

・「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を

作
っ
て
み
よ
う
！
」

木
製
ビ
ー
ズ
と
革
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作

り
ま
す
。男
女
ど
ち
ら
で
も
身
に
つ
け
ら
れ

る
格
好
い
い
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
で
す
。

８
月
５
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
近
藤
和
郎（
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
工
房

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

会
場
　
研
修
室

定
員
　
小
学
４
年
生
以
上
20
名
。大
人
の
参

加
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

材
料
費
　
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
年
間
文
学
講
座
　
要
申
込

・
講
座
１「
甲
州
地
誌『
裏
見
寒
話
』―
甲
州
の

伝
説
を
よ
む

講
師
　
長
谷
川
千
秋（
山
梨
大
学
教
授
）

６
月
24
日（
土
）・
７
月
15
日（
土
）・
８
月
12

日（
土
）

・
講
座
２「
教
科
書
に
載
っ
た
児
童
文
学
と
そ

の
作
家
た
ち
」

講
師
　
牛
山
恵（
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
）

６
月
８
日（
木
）・
７
月
13
日（
木
）・
８
月
10

日（
木
）

※
講
座
１
・
２
と
も
午
後
２
時
～

会
場
　
講
堂（
定
員
５
０
０
名
）

・
講
座
３「
山
梨
の
文
学
」

「
み
ん
な
で『
走
れ
メ
ロ
ス
』を
読
む
」～
参

加
型
講
座
～

９
月
７
日（
木
）午
後
２
時
～

講
師
　
笠
井
里
香（
当
館
教
育
主
事
）

会
場
　
研
修
室（
定
員
１
５
０
名
）

※
お
申
し
込
み
は
当
館
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
か
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
子
ど
も
映
画
会
　
申
込
不
要

・
７
月
29
日（
土
）ア
ニ
メ「
チ
リ
ン
の
鈴
」

・
８
月
６
日（
日
）ア
ニ
メ「
火
垂
る
の
墓
」

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

会
場
　
講
堂
　
定
員
５
０
０
名

■
展
示
室

常
設
展

○
第
一
～
四
室
展
示
替
え

樋
口
一
葉
、
芥
川
龍
之
介
、
飯
田
蛇
笏
な
ど

山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
す
る

各
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
替
え
と
と
も
に
、第
一

室
で
期
間
限
定
の
資
料
展
示
を
以
下
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

・
夏
の
常
設
展

夏
目
漱
石
生
誕
１
５
０
年
記
念

山
梨
県
立
美
術
館
出
品
協
力

「
漱
石
と
Ｊ
．
Ｆ
．
ミ
レ
ー
」

６
月
６
日（
火
）～
７
月
17
日（
月
・
祝
）

「
漱
石
と
橋
口
五
葉
」

７
月
19
日（
水
）～
８
月
27
日（
日
）

・
秋
の
常
設
展

夏
目
漱
石
生
誕
１
５
０
年
記
念

「
漱
石
―
手
紙
の
達
人
」

８
月
29
日（
火
）～
10
月
15
日（
日
）

○
第
五
室
の
展
示
替
え

山
梨
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
１
０
４
名
を

二
期
に
分
け
て
展
示
。

・
小
説
・
評
論
・
随
筆
・
翻
訳
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
・
戯
曲
・
脚
本
・
童
話
・
童
謡

４
月
29
日（
土
・
祝
）～
９
月
３
日（
日
）

・
10
月
７
日（
土
）か
ら
は
、
詩
・
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
・
漢
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
を
展
示
し
ま

す
。

※
第
五
室
は
、
９
月
５
日（
火
）～
10
月
６
日

（
金
）は
休
室
し
ま
す
。

■
閲
覧
室

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

・「
山
本
周
五
郎
を
読
む
」

６
月
18
日（
日
）ま
で

・「
山
梨
に
生
ま
れ
た
作
家
た
ち
」

７
月
15
日（
土
）～
８
月
27
日（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

太
宰
治（
６
月
19
日
生
ま
れ
）

６
月
９
日（
金
）～
６
月
22
日（
木
）

飯
田
龍
太（
７
月
10
日
生
ま
れ
）

6
月
30
日（
金
）7
月
13
日（
木
）

○
書
庫
見
学

６
月
10
日（
土
）

午
前
11
時
・
午
後
２
時
の
二
回

○
第
二
十
六
回
や
ま
な
し
文
学
賞
募
集
開
始

六
月
一
日
よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
小
説

部
門
と
研
究
・
評
論
部
門
の
応
募
を
受
け
付

け
ま
す
。詳
し
く
は
文
学
館
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

館
か
ら
の
ご
案
内
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■開館時間
○展示室　9：00～17：00（入室は16：30まで）
○閲覧室・研究室　9：00～19：00（土・日・祝日は18：00まで）
○講　堂・研修室　9：00～21：00（準備・片付けの時間も含

みます）
○茶　室　9：00～21：00（準備・片付けの時間も含みます）
○ミュージアムショップ　9：30～16：20
■休館日（７月～９月）
○７月３・10・18・24・31日
○８月21・28日
○９月４・11・19・25日
■常設展観覧料

※65歳以上の方（企画展は県内在住者のみ）、障害者手帳をご
持参の方と介護の方１名、並びに高校生以下の児童・生徒の
観覧料は無料です。
■年間フリーパスポート（定期観覧券）のご案内

文学館常設展・企画展を１年間何回でも観覧できる年間フ
リーパスポート（定期観覧券）を発売しています。
料金は、一般1,540円、大学生770円です。

■県内宿泊施設利用者割引のご案内
山梨県内の宿泊施設へ宿泊または宿泊予約された方で、宿泊
当日または翌日に観覧される場合、個人でも団体料金でご観
覧いただけます。宿泊（予定）を証明するもの（領収書・予
約クーポン券等）を窓口へ提示してください。なお20名様
以上の団体は対象になりません。
■施設利用のお申し込みについて
○講堂・研修室・研究室・茶室の申込は、使用しようとする日

の６ヶ月前から原則として10日前までです。
☆いずれも休館日は受け付けません。使用上の注意は申込の際、

ご説明いたします。

■アクセス
中央自動車道甲府昭和ＩＣから
料金所を昇仙峡・湯村方面へ出、200m先左折、徳行立体南
交差点左折、アルプス通りを約２㎞直進、貢川交番前交差点
左折、国道52号を韮崎方面約１㎞左側。
JR中央本線甲府駅から
南口バスターミナル１番乗り場から「御

み だ い

勅使」、「竜王駅経由
敷島営業所」、「大草経由韮崎駅」、「貢

く

川
がわ

団地」行のいずれか
で約15分。「山梨県立美術館」下車。（料金280円）。タクシー
で約15分（料金1,700円程度）
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　　　編集兼　　三　枝　昻　之　　　発行人
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　　　山梨県甲府市貢川一丁目５－３５
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館　の　日　誌

山県神社
北交差点

貢川橋
西詰

３・10（金）	 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「李良枝」～ 3・23（木）
３・12（日）	 やまなし文学賞表彰式
４・14（金）	 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「土橋治重」～ 4・27（木）
４・29（土・祝）　特設展「歿後五十年　山本周五郎展」開始

～ 6・18（日）
	 閲覧室資料紹介
	 「山本周五郎を読む」～ 6・18（日）
４・30（日）	 茶室「素心菴」にて呈茶
５・６（土）	 茶室「素心菴」にて呈茶
５・７（日）	 第一回読書会
５・11（木）	 年間文学講座Ⅱ「浜田広介　「ひろすけ童話」

の世界―『泣いた赤おに』『椋鳥の夢』」
	 講師　牛山恵（都留文科大学名誉教授）
５・13（土）	 文学創作教室「初心者短歌教室」第１回
	 講師　三枝浩樹（歌人）
５・14（日）	 名作映画鑑賞会「椿三十郎」

５・21（日）	 年間文学講座Ⅲ（特設展関連講座）「手紙に見
る周五郎の心情	」

	 講師　保坂雅子（当館学芸課長）
５・27（土）	 年間文学講座Ⅰ「『裏見寒話』から山梨のこと

ばと文化をよむ」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
６・３（土）	 文学創作教室「初心者短歌教室」第２回
	 講師　三枝浩樹（歌人）
６・４（日）	 特設展関連ワークショップ
	 「ペーパークイリングで風鈴を飾ろう！―周

五郎が描いた江戸の暮らしをイメージして」
	 講師　佐々木綾子（ペーパークイリング作

家）
	 茶室「素心菴」にて呈茶
６・８（木）	 年間文学講座Ⅱ「佐野洋子　生きることの意

味を問う物語―『おじさんのかさ』『100万回
生きたねこ』

	 講師　牛山　恵（都留文科大学名誉教授）

利用のご案内

個　人 団　体
（20名以上）

美術館
共通券

一　般 320円 250円 670円
大学生 210円 170円 340円


